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「おどろくべき恵み」
（放蕩息子の帰還）

（ルカ15：25～32）

挽地茂男
2019.7.21 日本基督教団千歳丘教会

讃美歌の中には、一般の音楽(ポ

プュラーソング)として歌われる

曲も少なくありません。Amazing
Grace という曲は欧米の歌手だけ

でなく日本の歌手によってもよく

歌われている曲です。またこの曲

はバグ・パイプとの相性が絶品

で、バグ・パイプの演奏を聞くと、

この曲のもとにある深い情緒にふ

れたような気持ちになります。こ

の曲の作詞者はジョン・ニュート

ン (John Newton,1725–1807) と

いう人で、彼が

父なる神に立ち

返った信仰の経

験をもとにして

作詞されました。

作曲者は不詳。

アイルランドか

スコットランド

の民謡から採ら

れているとされ

たり、１９世紀

にアメリカ南部

で作られたとす

るなど、諸説あ

ります。作詞者

のジョン・ニュ

ートンの入信の

物語は欧米のキ

リスト教世界で

は非常に有名な話でして、伝記本

が書かれたり、映画化されたり、

テレビ・ドラマとして放送されて

います。

ジョン・ニュートンは１７２５

年にイギリス・ロンドンに生まれ

ました。母親は幼いニュートンに

聖書を読んで聞かせるなど敬虔な

John Newton

映画“Amazing Grace”



- 2 -

クリスチャンでしたが、１７３２

年ニュートンが６歳の時に亡くな

ります。１７４２年１１歳の時に

商業船舶(商船)の元締め(指揮官)

であった父と共に地中海に最初の

航海に出て、船乗りとして歩み始

めます。１９４４年１９歳の時に

軍艦ハリッジ号に普通船員として

徴募され、その後、船乗りとして

さまざまな船を渡り歩くうちに、

アフリカで拉致した黒人奴隷を輸

送するいわゆる「奴隷貿易」に関

わりをもち、富を得るようになり

ます。当時奴隷として拉致された

黒人への扱いは家畜以下で、輸送

船の船内の衛生環境は劣悪そのも

の。そのため多くの者が輸送先に

到着する前に感染症や脱水症状、

栄養失調などで死亡したと言われ

ています。

ニュートンもまた拉致してきた

黒人に対して同様の扱いを当然の

ように行っていたが、１７４８年

５月１０日、彼が２２歳の時に転

機が訪れます。外地からイングラ

ンドへの航行中〔蜜蝋を輸送して

いた〕、船が嵐に遭い浸水し、転

覆の危険に陥ります。今にも海に

呑まれそうな船の中で、その時、

彼は必死に神に祈ったのでした。

敬虔なクリスチャンの母の信じる

神に、彼が心

の底から神に

祈ったのはこ

の時が初めて

でした。する

と流出してい

た貨物が船倉

の穴を塞いで

浸 水 が 弱 ま

り、船は運よく難を逃れたのでし

た。ニュートンはこの日を精神的

転機とし、それ以降、酒や賭け事、

遊蕩な生活を改め、聖書や宗教的

書物を読むようになります。また

それと同時に、彼は奴隷に対しそ

れまでになかった同情に苦しむよ

うになっていきます。そしてしば

らくの時を経て、いよいよ真の改

悛が彼に訪れます。

１７５５年３０歳になったニュ

ートンは病気を理由に船を降り、
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リヴァプールの税関職員になりま

す。ロンドンで世界的なキリスト

教運動を展開したジョージ・ホウ

ィットフィールド(大覚醒運動)、

ジョン・ウェスレー(メソジスト

運動)と関わり、影響を受け牧師

になるための勉強を始めます。し

かし勉学を重ねて牧師となる直前

で、１７５８年(33歳)チェスター

の主教によってニュートンの英国

聖公会の聖職叙任が(過去の行状

を問題にして)拒否されます。し

かし牧師になる志を捨てずに努力

を重ねて、１７６４年に(第２代

ダートマス)伯爵ウィリアム・レ

ッグの後援を得て３８歳でオウル

ニィの副牧師になります。そして

オウルニィ教会の牧師として在任

中の１７７２年、「アメイジング

・グレイス」が作詞されました。

ニュートン４７歳の年でした。そ

してこのオウルニィの牧師時代を

記念して、１７７９年(54歳)に『オ

ウルニィの讃美歌集』という讃美

歌集を出版され、この中に『アメ

イジング・グレイス』が収録され

ました。またその年に、ロンドン

のセント・メアリー・ウルノス教

会に教区牧師として赴任致しま

す。その頃から、奴隷貿易反対運

動に関わるようになっていきま

す。

その運動の中心人物であった政

治家のウィリアム・ウィルバーフ

ォースを支えた一曲が Amazing
Grace でした。この運動は多くの

反対を受けながらも、さまざまな

経緯を経て、ついに１８０７年ニ

ュートン８１歳の時、英国国会法

で奴隷貿易の廃止が決定を勝ち取

ります。その１８０７年８２歳に

なって間もなくニュートンは死去

いたします。

〔亡骸は、セ

ント・メアリ

ー・ウルノス

教会の地下納

骨所に妻と共

に埋葬されて

います。〕

Amazing Graceの歌詞の中には、

放蕩に身をやつした若き日の生活

と、黒人奴隷貿易に関わったこと

に対する悔恨、それにもかかわら

ず赦しを与えた神の愛に対する感

謝が歌われます。Amazing Grace
の一番の歌詞はこうなっていま

す。「驚くべき恵み。なんと甘美

な響きなのだろう。わたしのよう

なお粗末な人生を送った者をも救

政治家ウィルバーフォース（映画）
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って下さった。わたしはかつては

失われていた(lost)が迷ったが、

今は見出され(found)、かつては

盲目であったが、今は見える。」

この歌詞にあ

る「失われてい

た」( lost)もの

が ､ ｢見 出 さ れ

る」( found) と
いうテーマは、

わたしたちが、

今読んでおりま

す「放蕩息子」

(The Lost Son)
のたとえ(v.11-

32)やその前に

読みました「見

失った羊」(The
Lost Sheep) の

たとえ(v.4-6)

や「無くした銀貨」(The Lost
Coin)のたとえ(v.8-9)と共通す

る、つまりルカによる福音書１５

章全体のテーマ(Lost-Found)なの

です。「失われたもの」が「見出され」

たなら、当然、喜び祝うではないか、

と主イエスは言われます。羊飼いが

九十九匹の羊を残して「失った一

匹の羊」を捜し回り、見つけた羊

をつれかえったなら、友達や近所

の人々を呼んで、一緒に喜ぶだろ

う。また、女が「失った銀貨」を

家捜しして見つけたとしたら、彼

女は、友達や近所の女たちを呼ん

で共に喜ぶだろう。そして、「失

われた息子 (放蕩息子 )」 (The
Lost Son)が帰ってくれば、当然、

喜ぶだろう、と主イエスは語って

いるのです。しかしこのたとえ話

には、喜べ

ない人が登

場してまい

ります。

兄さんで

す。２５－２８節。「15:25 とこ

ろで、兄の方は畑にいたが、家の

近くに来ると、音楽や踊りのざわ

めきが聞こえてきた。15:26 そこ

で、僕の一人を呼んで、これはい

ったい何事かと尋ねた。15:27 僕

は言った。『弟さんが帰って来ら

れました。無事な姿で迎えたとい

うので、お父上が肥えた子牛を屠

られたのです。』15:28 兄は怒っ

て家に入ろうとはせず、父親が出

て来てなだめた。」

兄は素直に喜ぶことができませ

ん。弟の悔悛(悔い改め)がいかほ

どの意味を持つのか、彼の視線は

自分の過去(つまり実績)、弟の過
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去(つまりその行状)に限定されて

います。「あいつは何をやったの

か。」赦しは過去に縛られた視線

からは出てきません。そこには未

来への視線が全く欠落してしまい

ます。２９－３０節。「15:29 し

かし、兄は父親に言った。『この

とおり、わたしは何年もお父さん

に仕えています。言いつけに背い

たことは一度もありません。それ

なのに、わたしが友達と宴会をす

るために、子山羊一匹すらくれな

かったではありませんか。15:30

ところが、あなたのあの息子が、

娼婦どもと一緒にあなたの身上を

食いつぶして帰って来ると、肥え

た子牛を屠っておやりになる。』

キリスト教の歴史の中心は、そ

の文化的な豊かさや、政治的な先

進性や、経済的支配力ではありま

せん。キリスト教の歴史を、しか

も過ち多きこの宗教を支えてきた

のは、悔い改めの信実とそれを尊

しする精神なのです。主イエスの

「徴税人や罪人」に対する態度や、

主イエスを象徴する父親の息子に

対する態度にそれが表れます。３

１－３２節。「15:31 すると、父

親は言った。『子よ、お前はいつ

もわたしと一緒にいる。わたしの

ものは全部お前のものだ。15:32

だが、お前のあの弟は死んでいた

のに生き返った。いなくなってい

たのに見つかったのだ。祝宴を開

いて楽しみ喜ぶのは当たり前では

ないか。』」

聖書は､色々な読み方のできる

書物でありますから､「悔い改め」

ということだけを特にこの箇所か

ら取り出さなければならないとい

うわけではありませんが､やはり、

「悔い改め」の問題を外すと、こ

の箇所の中心を外すことになって

しまうでしょう。

「悔い改め」と申しましたが、

まず、この「悔い改め」という言

葉についてまわるある種の誤解を

訂正しておく必要があります。日

本語で「悔い改め」と申しますと、

かなり情緒的な側面に比重が置か

れます。自分の罪や前非を悔いて、

人の前に悔いくずおれて、「こん

な罪深い、こんな情けないわたし

を赦してくれ」と、改悛の情を表

す、というような情緒性に比重が



- 6 -

あるように思われます。もちろん

改悛の情が無視されるわけではあ

りませんが、聖書のいう悔い改め

つまりギリシア語の「メタノイア」

（metavnoia）という言葉は、基本

的に方向転換という意味合いを持

つ言葉であります。つまり意志的

な側面に比重があるという訳で

す。初期のキリスト教徒が、旧約

聖書の詩編、つぎにイザヤ書を多

用してキリスト理解、信仰理解を

自分たちのものとして獲得してい

ったと言われますが、もう一つ重

要な文書は創世記です。特にルカ

文書（ルカ福音書と使徒言行録）

では重要な意味を持ちます。この

悔い改め（ギリシア語の「メタノ

イア」［metavnoia］）という言葉の

背後にも創世記があります。この

言葉は、神が創造した最初の人間

アダムとその妻エバを置いた楽園

（パラダイス）つまりエデンの園

から、罪を犯して楽園を後にした

という記事を背景に持っていま

す。つまり悔い改めとは、この楽

園に背を向けたという事態と逆の

事態を指しているのです。エデン

の園で罪を犯して神から身を隠し

たアダムとエバに、神は「あなた

は、どこにいるのか」と問いかけ

ます。しかし、ついに彼らは楽園

に背を向ける

ことになりま

す。新約聖書

で考えられて

いる悔い改め

とは、これと

は逆のプロセ

ス。つまり背

を 向 け て い た

彼 ら が 、 神 に

立ち帰ること。

１ ８ ０ 度 方 向

を 転 換 し て 、

再 び 神 と 共 に

生 き る こ と 、

創 造 主 と の 関

係 性 の 中 に 生

きることを言うのです。ですから

大胆に言うと、旧約聖書と新約聖

書を一貫するメッセージとは、「人

よ神に帰れ」「すべてのアダムと

エバよ神に帰れ」というメッセー

ジなのです。ルカの文書の、イエ

ス・キリストの十字架の場面を思

い出してください。キリストと共

に十字架につけられた犯罪人の一

人が「お前はメシアではないか。

自分自身と我々を救ってみろ」（ル

カ 23:39）とイエスをののしりま

ミルトン『失楽園』（初版本）

デューラー「アダムとエバ」
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す。するともう一人の犯罪人が、

それをたしなめて「お前は神をも

恐れないのか、同じ刑罰を受けて

いるのに。我々は、自分のやった

ことの報いを受けているのだか

ら、当然だ。しかし、この方は何

も悪いことをしていない」（ルカ2

3:40-41）と言い、そして今度は、

イエス・キリストに向かって「イ

エスよ、あなたの御国においでに

なるときには、わたしを思い出し

てください」（ルカ23:42）と言い

ます。すると、イエス・キリスト

は「アーメン（はっきり言ってお

くが）あなたは今日わたしと一緒

に楽園にいる」（ルカ23:43）と答
． ．

えるのです。キリスト教の救いは、

この「楽園喪失」から「楽園回復」

への転換として考えられていま

す。「あなたは今日わたしと一緒

に楽園にいる」という言葉は罪人

の救いを表す言葉として語られて

いるのです。

パウロも創世記の発想を使って

救いを語ります。「だれでもキリ

ストのうちにあるなら、その人は

新しく創造された者です。古いも

のは過ぎ去って、見よ、すべてが

新しくなりました」（Ⅱコリ5:17）。

「新しく創造された者」という表

現は、もう少し直訳的に訳すと、

「新しい創造物」と言う表現です。

かつてアダムが神との関係の中に

生きる創造物として神によって創

られたように、今新たに、人は「キ

リストにあって」――あの創造の

楽園の最初の人と同じように――
アダム

神との関係の中に生きることがで

きるというのであります。わたし

たちが神に造られたこと、また神

に生かされていることを認めるこ

とが問題の解決の最初の一歩なの

です。ですから、この新しい創造

物のくだりに続くⅡコリ5:18以下

で、パウロはこう言うのです。「こ

れらのことはすべて、神から出て

いるのです。神は、キリストによ

って、私たちをご自分と和解させ、

また和解の務めを私たちに与えて

くださいました。すなわち、神は、

キリストにあって、この世をご自

分と和解させ、違反行為の責めを

人々に負わせないで、和解のこと

ばを私たちにゆだねられたので
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す。こういうわけで、私たちはキ

リストの使節(Ambassador)なの

です。ちょうど神が私たちを通し

て懇願しておられるようです。私

たちは､キリストに代わって､あな

たがたに願います｡神の和解を受

け入れなさい｣(Ⅱコリ5:18-20）。

キリスト者とは、この和解の愛

の中に生き、また他者（ひと）と

この世界に向かって、神の和解の

メッセージを語り、また和解の務

めを実践しようとする者のことな

のです。そしてこの和解のメッセ

ージと和解の務めは、彼の神との

和解の出来事からしか出てこない

のです。それは彼の悔い改めの結

果としてもたらされるのです。山

本和という神学者は、聖書の「悔

い改め」の概念を説明してこう語

っています。つまり悔い改めとは、

「ひとりの人間の中に新しい人間

が誕生し、彼は自己の古い生に訣

別し、新しい生に歩む決断をする。

神の前に死んだ者から神のために

生きる者へ〔中略〕の根本的方向

転換」を言う、と。神なき者から

神と共に生きるものへと向かう方

向転換を「悔い改め」という、と

説明しています。これはキリスト

教の、根本的なメッセージなので

す。パウロはこれを、「古き人間

に死んで、新しき人間に生まれ変

わる」と表現しました。悔い改め

とは、このような、全体的な方向

転換をさしているのです。

今日のお話の始めに Amazing
Grace のお話をしました。日本語

の翻訳は、どれも原曲の歌詞のも

つインパクトが上手く訳されてい

ません。とはいえ数ある訳詞のな

かで言えば、わたしは、中田羽後

訳の歌詞が優れていると思いま

す。若い頃は中田羽後の歌詞はス

トレートすぎて余り好きではなか

ったのですが、年齢を経てから次

第に歌詞を味わえるようになって

まいりました。

中田羽後(なかだ うご、1896年

9月9日-1974年7月14日)は、日本

ホーリネス運動〔ウェスレーのメ

ソジスト運動に端を発する運動の

一つ〕の父とも

呼ばれる中田重

治の息子で、そ

の名は羽後国(秋

田県)にちなんで

羽後と名づけら

れました。父重

治は羽後をスパ

ルタ式に鍛錬しようとしたが、逆
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効果を生んだと、後に羽後が語っ

ています。

１９０１年、中田重治がホーリ

ネス運動を始め、羽後も幼少期よ

り日本ホーリネス運動の中で育ち

ます。１９１１年(15歳)に青山学

院中等部在学中に母親が病死しま

す。半年後に、父が再婚し、今井

あやめが義母になります。

１９１７年、ホーリネスの聖書

学院の修養生であった時に、ホー

リネスの説く「きよめ」の教理(ホ

ーリネスの中心教理)が分からな

くなり、大島行きの船にのり、大

島で無人のぼろ小屋に住みながら

自殺をしようと考えます。大島で

伝道をしていた日本ホーリネス教

会伝道者である安部千太郎にその

事情が伝わり、安部の使いが、安

部の命により羽後を安部のもとに

連れて行きます。安部に村はずれ

の共同墓地に連れて行かれそこで

安部より諄々と説得され方向転換

（悔い改め）に導かれます。(自

我に死ぬということを教えられ、

きよめを悟った、と言われます)。

その時、「賛美歌もって主に仕え

よ」という御声を聞いて音楽伝道

への献身を志した、と語っていま

す。その後、復学し聖書学院を卒

業して、１９１８年に日本ホーリ

ネス教会の牧師になっています。

その後、１９１９年ロサンゼル

ス聖書学院(現在の、バイオラ大

学)に留学しま

す。聖書学院

ではの合唱隊

に参加してメ

サイアを歌っ

たという記録

が残されています。１９２０年に

アメリカで東洋宣教会・北米ホー

リネス教会の牧師になります。父

・重治が渡米した際に、シカゴの

教会で共にメサイアの演奏を聞き

ます。父・重治はメサイアに深い

感銘を受け、それがホーリネス・

リバイバルの原動力になっていき

ます。その後、羽後もメサイアを

日本に広めるべく、様々な努力を

続けることになります。１９２１

年９月、帰国途上ロサンゼルスの

北米ホーリネス教会の最初の受洗

式に出席した後、父と共に帰国。

１９２３年にホーリネス運動のた

めに編集されたリヴァイヴァル聖

歌を出版いたします。

しかし１９３１年４月、ホーリ

ネス・リバイバルの最中に父・重

治から、「流れに添わぬ」という

中田重治・羽後親子
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理由でホーリネスの退会を命じら

れ、聖書学院を去ります。義母あ

やめとの確執が原因であったと伝

えられています。その後、神経衰

弱を病むも、その頃、大館町の町

長より羽後に秋田犬が送られてき

て、羽後は毎日散歩に連れ出すよ

うになり、徐々に健康を回復し、

聖歌の編纂に取り組み、ついに昭

和７年版の「リバイバル聖歌」の

編纂を完成させるます。

１９３２年に東京ヴォランティ

ア・クワイアを指導しヘンデルの

メサイアの公演にこぎ着けます。

以降、１１年間メサイアの公演は

続けられ、メサイアの中田として

知られるようになります。しかし

次第に父・重治との確執は深刻化

し、重治からは戸籍上でも親子の

縁を切られるに至ります。しかし、

１９３９年の父と義母の死去の際

には、羽後は両親と和解していま

す。日本はしだいに戦時色を強め、

１９４３年、東京ヴォランティア

・クワイアは解散、１９４４年に

は国内でのメサイアの演奏は不可

能になります。しかし、戦時下に

あっても元団員を集めてラジオの

海外放送を聞きながら練習を継続

したのでした。

戦後の１９４７年より１９６０

年まで東京チャペルセンター〔米

軍設立〕の音楽主事を努め、同校

が閉鎖するまでの１０年間進駐

軍、軍属、その家族、日本人の会

衆の音楽指導を行います。進駐軍

の要請により、クリスマスシーズ

ンにメサイアの演奏を再開する。

また、同時に１９４２年２月、聖

書学院（後の千葉英和高等学校）

を創立し、初代学園長に就任する。

１９５３年にヘンデルの『メサイ

ア』の日本語訳「救世主」の無伴

奏版を出版し、チャペルセンター

・クワイアにより演奏しました。

１９５８年、聖歌を編纂、翻訳

し て 出 版 し ま す

〔中田は聖歌委員

会の委員長をつと

める〕。１９６０

年には日本イエス

･キリスト教団〔ホ

ーリネス系〕に参加し､(森山諭と

共に）荻窪栄光教会〔がん哲学カ

フェ開催の中心教会の一つ〕を開

きます｡１９６９年､(和田健治と

共に)月刊「聖歌の友」を創刊し

て、日本の教会音楽に大きな貢献

を残します。その功績が認められ、

１９６７年１１月１１日に安部正
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義、木岡英三郎、津川主一と共に

キリスト教功労者を受賞します。

１９７４年７月１４日、荻窪栄光

教会で説教中に急逝します。享年

７７歳の生涯でした。

１９６７年のキリスト教功労者

の顕彰会で、中田羽後はこう語り

ました。「私は４つの教団を退団

または除名され、５つの学校から

馘首され(=首を切られ)、その上、
かくしゆ

父からも勘当された放蕩息子で

す。そのような私でも神は見捨て

られず、このように生涯を通じて

伝道音楽に用いたもうたのであり

ます。」

その波瀾万丈の生涯は、彼の訳

詞に片鱗をのぞかせます。のちほ

ど中田羽後訳で Amazing Grace
を歌いたいと思います。わたした

ちの人生も、決して順風満帆、波

静かとは行かないものです。しか

し、つねに主がわたしたちを「徴

税人や罪人」を受け入れたように

受け入れてくださることに感謝し

つつ、新しい一週間も歩み出した

いと思います。

2019.7.21 日本基督教団千歳丘教会



- 12 -

15:25 ところで、兄の方は畑にい

たが、家の近くに来ると、音楽や

踊りのざわめきが聞こえてきた。

15:26 そこで、僕の一人を呼んで、

これはいったい何事かと尋ねた。

15:27 僕は言った。『弟さんが帰

って来られました。無事な姿で迎

えたというので、お父上が肥えた

子牛を屠られたのです。』

15:28 兄は怒って家に入ろうとは

せず、父親が出て来てなだめた。

15:29 しかし、兄は父親に言った。

『このとおり、わたしは何年もお

父さんに仕えています。言いつけ

に背いたことは一度もありませ

ん。それなのに、わたしが友達と

宴会をするために、子山羊一匹す

らくれなかったではありません

か。

15:30 ところが、あなたのあの息

子が、娼婦どもと一緒にあなたの

身上を食いつぶして帰って来る

と、肥えた子牛を屠っておやりに

なる。』

15:31 すると、父親は言った。『子

よ、お前はいつもわたしと一緒に

いる。わたしのものは全部お前の

ものだ。

15:32 だが、お前のあの弟は死ん

でいたのに生き返った。いなくな

っていたのに見つかったのだ。祝

宴を開いて楽しみ喜ぶのは当たり

前ではないか。』」
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15:25 ! 'Hn de; o J ui Jo ;" aujtou' o J

presbuvtero" ejn a jgrw' /: kai ; wJ"

ejrcovmeno" h[ggisen th'/ oijkiva/, h[kousen

sumfwniva" kai; corw'n,

15:26 kai; proskalesavmeno" e{na tw'n

paivdwn ejpunqavneto tiv a]n ei[h tau'ta.

15:27 oJ de; eiaujtw'/ o{ti @O ajdelfov" sou

h{kei, kai; e[qusen oJ pathvr sou to;n

movscon to;n siteutovn, o{ti uJgiaivnonta

aujto;n ajpevlaben.

15:28 wjrgivsqh de; kai; oujk h[qelen

eijselqei'n, oJ de; path;r aujtou' ejxelqw;n

parekavlei aujtovn.

15:29 oJ de; ajpokriqei;" eitw'/ patri;

aujtou', !Idou; tosau'ta e[th douleuvw soi

kai; oujdevpote ejntolhvn sou parh'lqon,

kai; ejmoi; oujdevpote e[dwka" e[rifon i{na

meta; tw'n fivlwn mou eujfranqw':

15:30 o{te de; oJ uiJov" sou ou|to" oJ

katafagwvn sou to;n bivon meta;

pornw'n h, e[qusa" aujtw'/ to;n siteuto;n

movscon.

15:31 oJ de; eiaujtw' /, Tevknon, su;

pavntote met! ejmou' ei, kai; pavnta ta;

ejma; sav ejstin:

15:32 eujfranqh'nai de; kai; carh'nai

e[dei, o{ti oJ ajdelfov" sou ou|to" nekro;"

hkai; e[zhsen, kai; ajpolwlw;" kai;

euJrevqh.


